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ネパール中部地震緊急医療支援活動

平成27年度も多くのみなさまの温かいご支援により様々な事業を実施することができました。

ここに感謝とともにご報告いたします。



・ネパール中部地震

緊急医療支援

震災直後の街の様子

◇実施場所

　ネパール・カトマンズ郡、シンドゥ

パルチョク郡､ゴルガ郡､ルパンデヒ郡、

ヌワコット郡

◇実施期間

　2015年４月25日から５月25日（5

月26日～復興支援として継続中P6）

◇派遣者

　菅波茂／医師/AMDAグループ代

表、山本太郎／医師/AMDA ERネッ

トワーク登録メンバー、米田哲／医

師/AMDA ER ネットワーク登録メン

バー､佐藤拓史／医師/AMDA ER ネッ

トワーク登録メンバー、高橋宗康／医

師/AMDA ERネットワーク登録メン

バー、加藤辰一朗／医師/AMDA ER

ネットワークメンバー、柴田幸江／看

護師/AMDA本部職員、神田貴絵／

看護師/AMDA ERネットワーク登録

メンバー、押谷晴美／看護師/AMDA

ERネットワーク登録メンバー、神崎真

姫／看護師/AMDA ERネットワーク

メンバー山田裕子／看護師/AMDA

ERネットワークメンバー、酒井ひろ子

／助産師/AMDA ER ネットワークメ

ンバー、青山寿美香／薬剤師/AMDA

ERネットワーク登録メンバー、西嶋

診察する日本とネパールのＡＭＤＡ派遣医師ら

a W

望／理学療法士/AMDA ER ネット

ワークメンバー、大政朋子／調整員/

AMDA本部職員、アルチャナ・シュレ

スタ･ジョシ／調整員/AMDAインター

ン、ニッティヤン・ヴィーラバァーグ／

調整員/AMDA本部職員、ネパール、

海外並びに派道者合計121人

◇現地事業チーム構成

　AMDA本部派遣者、AMDAネパール

支部、AMDAダマック病院、シッダー

ルタ母と子の病院、トリブバン大学教

育病院ほか

◇受益者数　4､482人

◇事業内容

　４月25日15時11分（現地時間11

時56分）、ネパールの首都カトマンズ

から北西77km（北緯28.16度、東経

84.32度）のゴルカ郡を震源とするマ

グニチュード7.8の大地震が発生。５

月12日にはマグニチュード7.3の余震

があり、被害は死者数が8､702人、50

万軒を超える建物が全壊し、27 7万軒

を超える建物が半壊した。（国連発表・

６月３日）

　AMDA本部ではAMDAネパール支部

とともに被災他の支援を決定。発生翌

日の26日には日本から第１次医療チー

ムを派遣した。さらに、AMDA海外支

部およびGPSP（世界平和パートナー

シップ）のメンバーにも支援活動の参

加を要請した。

　これにより、日本、インド、バング

ラデシュ、カナダ、カンボジア、フィリ

ピンの６力国27人を被災地に派遣し、

AMDAネパール支部とともに医療を中

心とした支援活動を行った。ネパール

並びに海外からの医療スタッフを合わ

せると、120人を超える医療メンバー

となった。

　震災直後は擦過傷、打撲などの患者

が多く、骨折などの重症患者はレント

ゲンや手術設備のある大学病院などの

施設に搬送されていた。時間の経過と

ともに、ストレスによる高血圧やPTSD

（心的外傷後ストレス障害）の患者など

も目立つようになった。

　AMDAネパール支部長が勤務するト

リブバン大学教育病院では、震災直後

から切断肢や脊髄損傷などの患者が搬

送され、ネパール人医師らにより１週

間で350件以上の手術を行っていた。

術後のリハビリが追いつかない状況で

２ －sogo ’句o－ルMZ刈ジャーオルが擢水力胎字謬政ﾌ俎ア

あったため、AMDAは理学療法士を派

遣。約２週間にわたり入院や外来など

延べ263入の患者をサポートすること

が出来た。＜発災１ヵ月以降の活動は

P6へ＞

◇受益者の声　遣いところからサポー

トしに来てくれて本当に良かった。

◇現地協力機関　AMDAネパール支部、

AMDAダマック病院、シッダールタ母

と子ども病院、トリブバン大学教育病

院、ネパール医師会

１台湾粉じん爆発災害調査

報告をするＡＭＤＡグループ菅波代表（台湾）

◇実施期間

　2015年７月２日～３日

◇派遣者

　氏家良人／川崎医科大学附属病院救

急科教授／日本集中治療医学会理事長

　菅波茂/AMDAグループ代表／日本

医師会国際保健検討委員会委員

◇現地及び日本での協力機関

　台北駐日経済文化代表處、日本医師

会、台湾医師会

◇事業内容

　６月27日、台湾の新北市にあるテー

マーパークでカラーパウダーを使った

イベント中に発生した粉じん爆発災害

に対して、台北駐日経済文化代表處と

日本医師会の呼びかけによる共同事業

として、氏家良人医師、菅波茂医師に

よる医療調査を、台湾医師会協力のも

と､７月２日と３日に台北市にて行った。

水着での催事場で発生したため被害が

重くなり、500人以上が負傷するとい

う戦争以外では最大級の熱傷被害惨事

であった。調査に基づき、日本集中治

療学会、日本救急医学会、日本熱傷学

会からの６名の医師による医療チーム

が日本医師会から12日から15日まで

派遣されることとなった。



■北関東豪雨災害被災者

　緊急支援活動

慣れない避難所生活を送る地元住民に話しかけるAMDA看護師

◇実施場所

　栃木県日光市、鹿沼市

◇実施期間

　2015年９月12日～14日

◇派遣者

　山河城春／看護師/AMDA ERネッ

トワーク登録メンバー、田中佐祐／調

整員/AMDA職員

◇現地事業チーム構成

　総社市職員３名（総社市・AMDA合

同事業）

◇受益者数　33名

◇事業内容

　９月１０日から１１日にかけ、台風

１８号から変わった温帯低気圧の影響

で、栃木県を中心とした北関東や東北

の広い地域に豪雨災害が発生。土砂災

害による死者や堤防決壊、家屋の浸水

など大きな被害が出た。

　栃木県日光市の市長から総社市長へ

支援要請が入り、「AMDAグループと総

社市との多文化共生に関する協定」に

基づき合同チームを編成。総社職員３

人とAMDA医療チーム２人（看護師と

調整員）が１２日夕､日光市に到着した。

　水が少しずつ引きつつあったものの、

今後も降雨が予想されるなか、市職員

も住民も不安な時を過ごしていた。特

に慣れない避難所生活で不眠を訴える

人も多くいた。衛生用品や生活支援物

資の備蓄が不足しており、持参した支

援物資（大人用紙おむつ、タオル、外

用湿布薬、マスクなど）は非常に喜ば

れた。

　また、孤立しかけていた芹沢地区で

新たに避難所となった保育園を訪れ、

支援物資の寄贈のほか、避難者の血圧

測定､服薬の有無の確認など健康チェッ

クをすることが出来た。

　日光市の活動の後、鹿沼市を訪問。

浸水した家屋の片付けを手伝づた。

◇受益者の声

｢岡山から来られたとは。遠くから来て

来てくれてありかたい｡｣

◇現地協力機関

　栃木県日光市災害対策本部

・ミャンマー洪水被害被災者に

　対する緊急医療支援活動

治療を行うＡＭＤＡ看護師

◇実施場所

　ミャンマー・イェージ町、ナタンチョ

ング町

◇実施期間

　2015年８月15日から10月16日

◇派遣者

　柴田幸江／看護師/AMDA本部職員

◇現地での参加者を含めた事業チーム

構成　AMDA看護師１人、ミャンマー

医師会の　医師５人　計６人

◇受益者数　約200人

◇事業内容

　サイクロンの影響により７月中句から

続く大雨は、ミャンマーの広い地域で

洪水・土砂崩れによる甚大な被害をも

たらした。 AMDAはミャンマー医師会

と合同で、支援活動の実施を決定。８

月14日に看護師１人を派遣した。

　AMDAとミャンマー医師会の合同

医療チームは16日、ヤンゴンから約

130km離れたパッティン市エイアール

ワディ区で二手に分かれ、イェージ町

とナタンチョンク町で医療支援活動を

行った。少しずつ水は引き始めていた

ものの道路はぬかるみ、人の膝の高さま

で浸水している地域も多い状態だった。

　ナタンチョング町ではミャンマー医

師会の５人とAMDA看護師、地元病

院の看護師が合同で巡回診療を実施。

約４時間の活動で小児60人を含む計

200人の患者を診察することが出来た。

小児患者の主な疾患は急性呼吸器感染

症で､成人では労作性呼吸困難､高血圧、

筋肉痛を訴える人が多くみられた。

　また、浸水により水田が大きな影響

を受けており、主食である米が不足し

ていた。このため、ナタンチョング町タ

ウンシップ病院に対し、米850kg、ヌー

ドル480袋などを支援物資として渡し

た。

◇現地協力機関

　ミャンマー医師会

Ｉフィリピン台風24号被災者

　に対する緊急医療支援活動

医療支援活動中のAMDA岩本看護師（右から２人目）

◇実施場所

　フィリピン共和国　パンガシ　ナン

州リンガヤン町

◇実施期間

　2015年10月23目～28日、12月

２日～６日

◇派遣者

　岩本智子／看護師（米国資格）/

AMDA職員

◇現地事業チーム構成

　現地警察の医師３名、看護師１名、

保健師10名、マッサージ師４名、ボラ

ンティア７名　計25名

◇受益者数　660人と1000世帯

◇事業内容

　10月18日にフィリピン・ルソン島

東部のオーロラ州に上陸した台風２４

号は上陸から３日間、ルソン島上空に

停滞。間島中部から北部にかけて広い

範囲で水害が発生した。

　台風被害が深刻なバンガシナン州出

身のAMDA協力者からの要請を受け、

AMDAは２１日に緊急支援を決定。２３

日に本部から看護師１人を被災地に派

遣した。看護師は現地協力者と合流し、
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被災地の一つであるバンガシナン州に

移動したが、収穫直前の農作物は甚大

な被害を受けていた。

　翌24日には、地元の医師や看護師、

マッサージ師らの協力の下、ワワ地区

とアプラヤ地区の２ヵ所で医療活動と

食糧支援を行った。

　12月３日にはフォローアップ活動と

して看護師を再び派遣。井戸の設置費

用をAMDAが支援することが決定した。

井戸の増加に地域住民は「少し早めの

クリスマスのようだ。ありがとう」と感

謝の気持ちを述べた。

　フィリピン国家災害対策本部による

と、台風24号による死者は48人、負

傷者83人､行方不明４人｡約73万世帯、

300万人以上が被災した（フィリピン

国家災害対策本部最終更新2015年11

月３日発表）

◇受益者の声

　「家が膝の高さまで浸かった。今は電

気も通り、家の片づけに追われている。

日本から支援に来てもらえてうれしい｡」

◇現地協力　パンガシナン州リンガヤ

ン町出身の現地協力者

・フィリピン台風27号被災者

　に対する緊急医療支援活動

医療活動をするＡＭＤＡ看護師

◇実施場所

　フィリピン共和国サマール島北サ

マール州ヴィクトリア町

◇実施期間

　2015年12月20日～2016年１月

１日

◇派遣者　　　　　　　　　　　、

　岩本智子／看護師（米国資格）/

AMDA職員

◇現地事業チーム構成

　医師２名、看護師１名、DAPスタッ

フ７名、地元ボランティア10名

◇受益者数　のべ755人と2010世帯

◇事業内容

　12月14日にフィリピン中部･サマー

ル島に最初に上陸した台風２７号は、同

国で広範囲に大雨・暴風をもたらした。

AMDAが派遣した看護師１人は23、24

の２日間、フィリピン開発アカデミー

(DAP)と協力し地元の協力者とともに被

災他の北サマール州ヴィクトリア町内

の2､010世帯を対象に食料物資支援を

行った。続いて29日は医療支援と炊き

出しを実施した。診療にはフィリピン人

医師２人、看護師１人、DAPスタッフ

７人、地元ボランティア10人とAMDA

の看護師１人が当たり、患者355人が

無料診療を受けた。診療した医師によ

ると、上気道感染、尿路感染の患者が

多く、下痢の子どもや高血圧症、糖尿

病の高齢者もいた。

　台風27号による死者は42人、負

傷者24人、行方不明４人、被災者は

約28万人にのばった(フィリピン国

家災害対策本部最終更新12月24日

発表)。

◇受益者の声

　｢日本からわざわざ来てくれたのを間

いて驚いた。医師に診察してもらう機

会を作ってくれてありがとう｣

◇現地協力機関

　フィリピン開発アカデミー(DAP)他、

ヴィクトリア町内の各地区のリーダー

・アフガニスタン北東部・パキ

　スタン地震被災者に対する緊

　急支援活動

甚大の被害を受けたアフガニスタン・パンジシール州

◇実施場所

　パキスタン・イスラム共和国

バル･パクトウンクワ(KP)州マル

ン県フアティマ地区

◇実施期間

カイ

ダー

　2015年10月27日～12月31目

◇現地事業チーム構成

　NRSPスタッフ５名他

◇受益者数　４世帯
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◇事業内容

　2015年10月26日、アフガニスタ

ンのバダクシャン州にあるヒンドウーク

シュ山脈を震源とするマグ二二ュード

7.5の地震が発生。アフガニスタンとパ

キスタン両国に大きな被害をもたらし

た。

　AMDAは発災翌日から地元協力者で

あるAMDAアフガニスタンとパキスタ

ンの現地NPOのNRSPと連絡をとり、

被災者支援を決定。 AMDAアフガニス

タンでは現地調査を行ったものの、現

地の事情により支援活動を見合わせた。

パキスタンでは、NRSPが日ごろから活

動しているKP州内のマルダーン県を含

む３県で174軒の家屋に被害があった

ことが判明。そこでKP州マルダーン県

ファティマ地区の中で経済状況が厳し

い４世帯に建築資材を提供した。資材

を受け取った被災者たちは11月中旬か

ら１か月かけて家の修理を行った。

◇受益者の声

｢今回の地震により多くの経験をしまし

たが、自分を憐れむのではなく、神様、

家族、そしてNRSPとAMDAに感謝し

ています。私の家族は地震の後、多く

の困難に直面しました。２ヶ月回近隣の

家にお世話になりましたが、支援して

いただいた建築資材を使って２部屋を

再建し、家族で自宅に暮らせるように

なりました｡｣

◇現地協力機関団体

Nationa1 Rural SuPport Programme

(NRSP)

１台湾南部地震

台南市政府社会局職員に義損金を渡す

ＡＭＤＡ職員（左）

◇実施場所　台湾・台南市

◇実施期間

　2016年３月９目～３月11日

◇派遣者　成田奈美



◇事業内容

　2016年２月６日午前３時57分に台

湾南部でマグニチュード6.6の大地震

が発生。これに伴い台南市で震度７級

の強い揺れを観測、115人が死亡した。

AMDAは職員を台南市に派遣し３月10

日、台南市政府社会局へ義損金を届け

た。

　台湾市政府社会局によると、地震発

生直後に水が止まり不便をしいられた

が、台湾市政府が２月８日に立ち上げ

た防災対策本部の迅速な対応で、４週

間後で元に戻ったという。

　日本から東日本大震災の返礼の気持

ちで義損金を届けに来たことを伝える

と、大変喜ばれ、感謝の気持ちを伝え

られた。

・ネパール中部地震被災者

　支援活動

車いすを寄贈する理学療法士の西嶋望さん（左）

◇実施場所

　ダディング、カトマンズ、バクタプー

ル、ラリトプール、チトワン、ブトワル、

アルガカンチ、ヌワコット、シンデゥパ

ルチョク郡病院および地域、カトマン

ズ、岩手県、岡山県、神戸市

◇実施期間

　４月26目から継続中

◇派遣者

　AMDAネパール担当部長　アルチャ

ナ・シュレスタ・ジョシほか　　　’

◇現地協力機関

　AMDAネパール支部、ネパール医師

会、トリブバン大学教育病院（TUTH）、

災害医療支援委員会､カトマンズＣＩＬ、

イメージチャンネルほか

◇受益者数　5､579人

◇事業内容

　AMDAはネパール中部の大地震の緊

急支援活動は１ヶ月間とし、５月26日

から、復興支援活動を継続している。

　まず被災者への精神医療が行き届い

ていない状況から、日本医師会とネパー

ル医師会と共同で心理カウンセリング

の養成講座を開催。専門知識と技術を

取得した380人が各地の出身地で活動

している。

　震災被害は特に山間部が大きく、医

療支援が行き届かないことから、トリブ

バン大学教育病院と合同で無料巡回診

療を実施した。シンドゥパルチョク郡

病院は使用できないため、仮設診療所

で治療。多数の患者が詰めかけて医療

従事者不足となり、同大学教育病院か

ら医療チームが派遣され一週間交代で

治療に当たった。

　震災で負傷し、障がいを抱えた人々

も数多い｡AMDAの支援を受けたネパー

ル在住の日本人理学療法士が現地で車

椅子や補助具を製造し、必要としてい

る人に提供。台所やトイレに行くことが

出来るようになるなど自立の手助けを

している。

　また、ネパールのテレビ局クルー３

人が研修を受けるため来日した。これ

は、近い将来起こるだろうと想像して

いる地震に備えて、ネパール国民の防

災意識を向上する番組を制作するため

である。

◇受益者の声

　地震発生後に人材不足していた、シ

ンドゥパルチョク郡病院にTUTHから

一週間交代で医療従事者を派遣してく

れたことで、病院を訪れる患者に治療

を提供できました。支援してくださった

アムダに感謝しています。

・大洋州大型サイクロン「パム」

　被災者支援活動

支援物資を寄贈する様子

◇実施場所

　キリバス国タラワ市テモ　アニワエ

およびヌカンテカインガ

◇実施期間

　2015年６月12日～７月８目

◇派遣者

　ニティアン・ヴィーラヴァーグ/

AMDAインターナショナル事務局長

◇現地事業チーム構成

　調整員１名、現地協力団体

◇受益者数:2､000人以上

◇事業内容

　2015年３月に大洋州を襲った大型

サイクロン｢パム｣はバヌアツ共和国、

ツバル、キリバス共和国などの国々に

大きな爪痕を残した。 AMDAは３月18

日に看護師１人、調査員１人からなる医

療チームを派遣し、国家非常事態宣言

が出されているツバルでの物資提供な

どを実施した。さらに６月12日には第

２次派遣者として調整員１人がキリバ

スに向けて出発。復興支援に向けた調

査をスタートさせた。

　キリバスでは被災前から上下水道の

設備がなく、被災で公衆トイレなどの

設備も破壊され、衛生状態の悪化が懸

念されていた。このため、AMDAは公

衆トイレの再建の支援を決定し、建設

を手掛けた。

◇受益者の声

｢(医療支援物資に対して)ツバルにとっ

てとても大きな支援となります。遣い日

本からわざわざツバルに足を運んでく

れた支援に心より感謝しています｡｣

　(現地災害対策本部代表者の言葉)

◇現地協力機関：

　キリバス赤十字(KRCS)、キリバス

国女性、青年、社会問題省Ministry

of Women Youth ＆SociaI Affairs

(MWYSA)｡

Ｉ東日本大震災復興支援活動

◇実施場所

　岩手県上閉伊郡大槌町、宮城　県気

仙沼市、宮城県本吉群南三陸町ほか

◇実施期間

　2011年３月12目から現在継続中

◇派遣者（2015.4.1～2016.3.31）

　AMDA本部職員含むのべ119人ほか、

　現地雇用３人（計122人）

◇受益者数　9､717人

一sogo 削゙o－対瓜4ジャーナルが擢水冷息音譚2∂拓乙５



◇事業内容

　2011年３月11日にマグニチュード

9.0の地震が発生、大津波による甚大な

被害をもたらした東日本大震災。 AMDA

は震災翌日の12日に宮城県仙台市の被

災地に入り、緊急医療支援活動として

４月末までに延べ149入を派遣。その

後も途切れることなく多彩な復興支援

事業を継続している。震災から５年が

経つ今、仮設住宅から公営住宅への入

居・自宅再建など、町も移行期を迎え、

また新たなコミュニティ形成の必要性

が重要視されている。同時に人口減少

も深刻化しており、復興の担い手の不

足も問題となっている。

子育て支援プロジェクト「ママスマイルひろば」

医療・健康支援

　AMDAは2011年11月に岩手県上閉

伊郡大槌町でAMDA大槌健康サポート

センターを開設｡心身の健康支援をテー

マに、地域スタッフが中心となり被災

者の心身の健康、食生活の改善、子育

て支援、運動促進などに着目した教室

やイベントを開催している。

　同センター内にある鍼灸院は地元の

佐々木賀奈子鍼灸師が運営。町外避難

者が住む県内内陸部への往診や、独居

の仮設住まい高齢者への訪問を行い、

治療をしながら現在の町の様子を伝え

ている。

　安全な遊び場がない母親と子どもの

ために、地域の集会所にキッズスベー

スを作り、子育て世代が気軽に立ち寄

れる居場所を提供している。

教育支援

　2015年度は「AMDA東日本国際奨

学金」の支給を継続。将来医療従事者

を目指す、各学校長の推薦を受けて選

定された学生17人への支給を行った。

在校生は、岩手県立大槌高校、宮城県

立志津川高校、水沢学苑看護専門学校。

これまでののべ稗益者数は298入と

なった。

　第５回目となる岡山経済同友会と大

学コンソーシアム主催の大学生ボラン

ティアバスの受け入れ、調整を行った。

　また、岡山県による高校生地域防災

ボランティアリーダー養成研修の大槌

町受け入れも担当した。

生活・自立支援

　被災地の仮設商店街を中心とした被

災地間を結ぶ事業として、「復興グルメ

Ｆ－１大会」を2013年１月から継続し

て行っている。本年は岩手県上閉伊郡

大槌町、宮城県気仙沼市、宮城県本吉

群南三陸町の３か所で開催された。本

事業は、各被災他聞が情報や知恵を

共有することで新たな復興への協力体

制を形成し、東北沿岸部一帯が復興に

向けて一丸となり、東北の現状および

情報を全国的に発信することを目的と

している。震災翌年から実施している

NPO仙台夜まわりグループと実施する

震災ホームレスを対象とした食糧支援

も継続し、４年目を迎えた。

11月15日第11回復興グルメF -1 大会

◇受益者の声

　大学を卒業したら薬剤師になって地

元に戻ってきたいです。医療的な面か

ら復興の手伝いができたらと思います。

　(AMDA東日本国際奨学金　奨学生)

　同世代の子どもをもつお母さんたち

との交流を楽しむことができ、子どもも

のびのび過ごすことができました

　　(大槌健康サポートセンター利用者)

　震災の現場はやはり実際にその場所

を訪れないとわからないことが多いと

感じました。今回の経験を周囲に少し

でも伝えていけたらと思います。

６　－sogo‘ 匈o－jがZ74ジャーブ万が擢今次縦谷淳一フだア

(復興グルメＦ－１大会ボランティアバ

ス参加者)

Ｉフィリピン台風30号(2013)

　復興支援活動

◇実施場所

　フィリピン共和国　レイテ島　タク

ロバン市

◇実施期間

　2014年１月１目～2016年３月31日

◇現地事業チーム構成

　レイテ医師会の医師を含む医師、看

護師、インターン生、地元ボランティ

アなどのべ154人

◇受益者数　842人
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ＡＭＤＡが寄贈した医療機器（血圧計）

◇事業内容

　2013年11月８日、フィリピン南部

の島々に上陸した台風30号により、死

者6､183人、行方不明者1､785人とな

る大きな被害が発生した。 ＡＭＤＡで

は、緊急医療支援活動を2013年11月

10日から実施し、2013年12月末ま

でに、８か国、のべ25人のスタッフを

被災地に派遣。レイテ島、サマール島

ほか６島で医療支援活動を中心とした

様々な活動を実施した。 2014年１月か

らは復興支援活動として、被災地の協

力機関と連携しながら、支援活動を継

続している。

【レイテ医師会館　医療機器寄贈と無料

巡回診療】

　AMDAは日本医師会、福山医師会と

協力しレイテ医師会の会館再建を支援

した。 2015年３月に完成したレイテ

医師会会館は、従来行っていた健康指

導などの活動拠点として使用される他、

レイテ島近辺で災害が起こった場合、

災害支援拠点としての役割も担ってい



る。2015年７月には、AMDAはレイテ

医師会に対し、聴診器、血圧計、体重

計、ドップラー超音波器などを寄贈し

た。これらは、今後実施される巡回診

療や妊婦健診などにも活用される。７月

５目にはこれらの機器を活用して、レイ

テ医師会が無料巡回診療および健康指

導を行った。これは、レイテ医師会が

フィリピン産婦人科医会第８区とタク

ロバン市の協力の下実施されたもので、

タクロバン市GMAカプソ村（Kapuso

village）の女性センターを会場に実施さ

れた。医療活動には、レイテ医師会の

産婦人科医17名をはじめとする看護

師、地元協力者、インターン生など計

37名が参加し、健康教育、予防接種や

妊婦検診を行った。

　健康教育では、９歳から12歳の子供

たちを対象に思春期、人の生殖や衛生

についての教育を行い、28人の子供た

ちに子宮頚がん予防ワクチンを投与し

た。また、妊婦20名に対して妊婦検診

が行われ、ビタミン剤や鉄剤が無料で

配布された。

　レイテ医師会では、AMDA協力の下、

2016年３月にも復興医療支援として

タクロバン市で医療支援活動を行った。

2016年３月10目の「妊婦の目」には、

85名の妊婦を対象に妊婦健診を行い、

同時に１か月分の鉄剤などを配布した。

また、３月12目と19目にAMDA協力

の下、レイテ医師会が行った巡回診療

では、レイテ医師会の医師を含むのべ

79名の協力者が参加した。診察を受け

た709名のうちおよそ半数に風邪症状

がみられた。

◇受益者の声

　平目は仕事から抜けることが難しい

ため、土曜日に無料巡回診療があって

良かった。薬を購入するのも経済的に

厳しいため、大変助かる。

◇現地協力機関　レイテ医師会

　「医療和平」とは、相対する双方に公

平に医療を提供することで和平構築に

寄与するAMDAの試みで、パキスタン、

旧ユーゴスラビア・コソボに続きスリラ

ンカは３側目である。少数民族に多数

民族を管理させるイギリス統治形態の

歴史の終焉後、スリランカでもその歴

史のひずみの影響を受け、人口の約８

割を占めるシンハラ人政府による少数

民族タミル人を二等市民扱いする政策

が打ち出されたことから、北部を中心

にタミル人の独立運動が起こり、スリ

ランカ国内では80年代初めから20年

以上の内戦状態が続いていた。

　独立を目指すタミルイーラム解放の

トラ（LTTE）と政府との間で、2002

年に停戦合意がなされ、その後内戦被

災地に海外から支援に入ることが可能

になった。スリランカの和平推進にむ

けて明石康日本政府代表からの、タミ

ル、シンハラ、タミルムスリム、困難な

関係にあったこの３グループに対して

公平に日本の顔の見える医療支援がで

きないかという問いかけに、菅波代表

が即応し、AMDAでは2003年２月か

ら北部キリノッチ及びバブニア、南部

ハンバントータ、北東部トリンコマリで

同時に巡回診療と巡回衛生教育を展開

した。この活動にはタミル語・シンハ

ラ語・英語の３言語表記によるお互い

の文化を知る和平メッセージを込めた

複数の衛生教育冊子の作成と配布も含

まれていた。このような３地域での活

動を2005年まで継続したが、内戦の

再燃により継続不可能となった。政府

軍が北部・北東部のタミル人地域を鎮

圧する形で終戦となり、その後民族の

融和は国の最大課題の一つとなる。当

事者であるタミル人とシンハラ人に日

本人が加わることで融和しやすくなる

効用もあり、内戦の中で育った両グルー

プの10代の子どもらと日本の子どもら

のスポーツ交流を2011年から「医療

和平」パートＨとして関催している。

・スリランカ「医療和平」パートII

　和平構築スポーツ交流事業

キノリッチで行われたバレーボール大会

◇実施場所

　スリランカ国　キリノッチ

　vivekanada vidyalayam　学校

◇実施期間

　８月19日～26日

　(活動は22日～24日)

◇派遣者

　ニティアン・ヴィーラヴァーグ／本

部職員、竹谷和子/AMDAボランティ

アセンター参与

◇現地事業チーム構成

　スリランカ国vivekanada vidyalayam

学校の中学生、トリンコマリーからの中

学校学生、マータレの中学校学生それ

ぞれ引率の先生達、日本からAMDA中

学高校生会メンバー２人

◇事業内容

　今回５回目となるこのプログラムは

スリランカ北部に位置するキリノッチ

で行われ、AMDA中学高校生会から高

校生男女ひとりづつ２人が参加した。

　スリランカ国内から宗教、民族が異

なる中学生が集まり、スタッフも合わせ

て120人が参加した。開会式後、キリ

ノッチにあるヒンドゥー教、仏教、イス

ラム教、キリスト教の施設を訪問する

宗教プログラム、交流スポーツプログ

ラム（バレーボール大会）、文化交流等

が行われた。

　　　　　　　　　　　　　　多言語、多宗教での交流
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　AMDA中学高校生会の二人は全ての

プログラムに積極的に取り組み、現地

の中学生達との交流はすばらしく常に

彼らたちに深く関わりたい、理解したい

という思いが満ち溢れていた。キリノッ

チ最後の夜は現地の学校に泊まり、夜

遅くまで子どもたちと話し合っていたの

が印象的であった。今回の目標である

民族間の対話を深め、国・宗教・民族・

文化を超えた交流を図ることは十分達

成できたと感じる。

　参加した高校生達は今回のプログラ

ムでより理解を深め、お互いを認め合

うことが平和構築につながる一歩にな

ると肌で感じることができたと話してい

る。そして今後この経験をこれからの

人生に活かしたいと感じている。

◇受益者数　120人

◇受益者の声

　スリランカ現地の中学生や先生達か

ら「すばらしい、またこのようなプログ

ラムを関催してほしい、生徒達もいい

学びになった」との声。

　日本から参加した高校生会からは「今

回の目標である民族間の対話を深める

ことのすばらしさ、国、民族、宗教をこ

えた交流でより理解が深まり認め合う

ことが、どんなに大切なことか、肌で感

じることができた。非常に貴重な経験

をいかし今後平和構築も含め国際的な

活動をしたい」などの声があがった。

◇現地協力機関

　AMDAス　リ　ラ　ン　カ、St John

Ambulanceスリランカ、ライオンズク

ラブ306A1、スリランカ国軍

■GPSP医療と魂のプログラム:

　GPSP SMP

　GPSP（世界平和パートナーシップ）

世界平和を祈願した式典

◇実施場所

　モンゴル､スリランカ、インドネシア、

フィリピン

◇実施期間　　　　　　　゛

　９月ｊＯ日、10月29日、11月18日、

12月１日

◇参加者　日蓮宗斎藤克則様、黒住宗

道先生、池田光男様、臨済宗　大屋昌

基様山内正樹様　魚住和寛様鮎川直樹

様AMDAボランティア矢部賢次様、朝

子様､天理教､平野恭助様､関根慶三様、

向井正志様、JAUOON　CHIRAPA様

◇派遣者

　AMDA : 難波妙、ニティアン　ヴィー

ラバーグ、田中悛祐、岩本智子

◇現地事業チーム構成

　AMDAモンゴリア、大本モンゴルセ

ンター、AMDAスリランカ、サルボダ

ヤAMDAインドネシア、AMDAフィリ

ピン、レイテ医師会

◇事業内容

　GPSP（世界平和パートナーシップ）

医療と魂のプログラムは、AMDAが築

いていた「聞かれた相互補助」にもと

づく広範囲で総合的なネットワーク。

宗派・教団を超えた宗教指導者、多様

な文化的背景をもつ多くの人が参加し、

ともに過去から学び、世界の平和を祈

り、国際社会に平和の尊さを提唱する

事業を意味する。

　第二次世界大戦の犠牲者には宗教

者による慰霊祭、家族にはAMDAの

医療サービスを提供するなど宗教者と

AMDAの合同事業として2000年から

実施している。

　2015年は９月10日にモンゴル、10

月29日にスリランカとコロンボ、11月

19目にインドネシア、12月１日にフィ

リピンで行われた。

　この慰霊祭は2005年から災害犠牲

者の慰霊も加え、これまでアジアの13

カ国・地域で行われ、参加者は１万人

となった。

◇受益者数　340人
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・ ＡＭＤＡ フードプログラム

◇実施場所

　岡山県真庭郡新庄村、インド　ネシ

アスラウェシ島マリノ村

◇実施期間

　2012年４月１日から現在

◇従事者

　アロイシウス・シタミ/AMDA本部

職員、田中俊輔/AMDA本部職員ほか

◇国内協力団体

◇事業内容

　AMDAフードプログラムは「食は命

の源」をコンセプトにアジアに有機農

業を普及することを目的に、2011年か

ら始めた事業である。岡山県真庭郡新

庄村野上路地区にAMDA野上路農場を

開設し、あひるを使った農薬を有機稲

作栽培を中心とした農業を実施してい

る。

【新庄村　AMDA野土路農場】

インドネシア大使館を訪問し野土語米を贈呈

　新庄村野上略地区にある「AMDA野

土略農場」は、アジアヘの有機農業の

普及・啓発を目的に2012年から始まっ

た取り組み。無農薬でコシヒカリなど

の米と野菜を栽培している。

　５月31日にはAMDAスタッフがヒ

メノモチの苗を手で植える昔ながらの

田植えを実施。新庄村の民謡同好会有

志の皆さんが三味線と太鼓の音に合わ

せ田植え歌で雰囲気を盛り上げた。

　６月４目には新庄村保育所の園児22

人がアヒルのヒナ60羽を田んぼに放す

進水式を実施。園児たちは「しっかり

虫や草を食べてね」と願っていた。



　収穫祭は９月26目に行われ、JR岡

山駅西目を出発した参加者は農場の到

着後、さっそく鎌で稲刈りに挑戦。有

機農業サポートセンターにバスで移動

し、バーベキュー料理に舌鼓を打った。

じやんけん大会やギター演奏、うらじや

踊りもあり、参加者は秋の一目を満喫

した。

　AMDAはプロジェクト関係国の在日

公館を表敬訪問し、新庄村の農場で採

れた農産物（無農薬米と餅）を贈呈した。

12月21目に訪れたインドネシア大使

館ではダデン・ゲナワン農業担当官が

応対。有機農業技術のアジアヘの普及

を目指すAMDAフードプログラムに強

い関心を寄せ、「農産物を食べたら感想

を連絡する。岡山に視察に行ってみた

い」と話された。

【インドネシア　スラウェシ島　マリノ村】
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マリノ村での活動の様子

　現地農家の生産向上や生産量増加の

ため、スラウェシ島マリノ村バトウラピ

シ地区で有機農業普及プロジェクトを

実施している。

　バトウラピシ地区は高地にあり、多く

が棚田のため大きなトラクターが入れ

ず、人力や牛で耕作している。生産性

が低く、経済的に貧しくて学校に通え

ない子どもたちがいる。

　そこでAMDAは2013年、マリノ村

から有機農業の研修生２人をAMDA野

土路農場（岡山県真庭郡新庄村）に招

いた。２人は有機農業の実践をマリノ

村で開始。その後、AMDA本部職員が

５回にわたりマリノ村を訪問、フォロー

アップ研修を継続している。

　2015年２月２日から５日には、職員

が再びマリノ村を訪問。プロジェクトの

モニタリングを行った。その結果、新

たに６人が有機栽培に挑戦したい希望

を持っていることが分かった。

　この活動の広がりは生活向上だけで

なく、インドネシアの自然環境を守るこ

とにもつながるメリットがあり、マリノ

村農機農場の自立に向け、AMDAは今

後も支援活動を継続していく。

・インドネシアロ唇口蓋裂無料

　手術事業

手術を行う医療チーム

◇実施場所

　インドネシア　東スラウェシ島　パ

レパレ市

◇実施期間

　2015年５月28日～30日

◇派遣者

　ニティアン・ヴィーラヴァーグ（調

整員）､台湾IHA（医師５名､看護師３名、

その他２名）

◇現地事業チーム構成

　AMDA本部調整員､台湾IHAチーム、

現地セレベス・クレフトセンター・チー

ム（形成外科医６人）

◇受益者数　30人

◇事業内容

　2015年５月28日～30日、AMDA

インドネシア支部、セレベス・クレフト

センター、台湾IHAと共同で、インド

ネシア・パレパレ市の病院で、無料口

唇口蓋裂手術を実施した。

　パレパレ市は遠隔地であるため十分

な医療が不足しており、口唇口蓋裂手

術に対する需要が高かった。医師や看

護師ら合同医療スタッフ17人が、２日

間で30人（男性10人、女性20人）

の手術を行った。年齢別では14～27

歳が７人、生後６ヵ月～９歳が23人。

地元の市長から感謝の盾をいただいた。

　AMDAと台湾ＩＨＡはこれまで、スリ

ランカやトルコで白内障無料手術、歯

科診療プログラムなどを実施しており、

今回は５回目となる合同医療支援事業

となった。

◇受益者の声

　活動場所として手術室３部屋を提供

してくださったアンディマカッサウ病院

の院長、副院長からは、無料口唇□蓋

裂手術ミッションに対して大変感謝さ

れた。

◇現地協力機関

　セレベス・クレフトセンター（AMDA

インドネシア）

Ｉカンボジア健康啓発事業

◇実施場所

　カンボジア　プノンペン、コンポンス

プー

◇実施期間

　2015年４月１目から継続中

◇現地事業チーム構成

　AMDAカンボジア、現地教育機関

◇受益者数　13､126人

エイズ撲滅を訴え街頭行進をする学生ら

◇事業内容

　AMDAカンボジア支部は2014年に

続き、エイズとマラリア予防ならびに、

スポーツプロジェクトの３つの事業を

実施した。

　【エイズプロジェクト】

　基礎知識普及のためのパンフレット

とＴシャツを作成し、５大学、６高校

に配布した。世界エイズデーには①新

たな感染ゼロ②差別のゼロ③エイズ

関連死ゼローをスローガンに活動を実

施。カンボジア政府が打ち出している

｢2020年までに国内からエイズ撲滅｣

という目標に貢献した。

　【マラリア予防プロジェクト】

　地域の啓発ボランティアとマラリ

アに対応が可能なヘルススタッフの

育成、健康教育普及活動、AMDA

スタッフによる活動の見守りなどを行っ

た。特に健康教育では、正しい蚊帳の

－sogQ ’匈o－jがZ刮ジャーナル猷膀す首班啓誰2∂斑ア９



使用やマラリア知識の指導方法、マラ

リア罹患調査方法などを指導した。

　【スポーツプロジェクト】

｀健康増進､心身鍛錬を目的にサッカー

チームを結成。麻薬、暴力より、スポー

ツを！をスローガンに月に２回、日曜

日の朝にボランティアスタッフと若年

層が集まってスポーツプログラムとし

て実施し、同時に健康教育と基本的な

HIV/AIDS防止教育を行っている。

◇受益者の声

　若年層を中心に成功モデルとして継

続して健康増進事業を行っていること

を心から感謝している。

◇現地協力機関

　トボンクムン州保健局、グローバル

ファンド、

■モンゴル国視能訓練技術移転

　プラン事業

眼科検診風景

◇実施場所

　モンゴルウランバートル、ブルガン県

◇実施期間

　　８月28目から９月６目

◇派遣者

　川崎医療福祉大学医療技術学部感覚

矯正学科　視能矯正専攻教授高崎裕

子、視能訓練士協会守田好江、AMDA

難波　妙

◇現地事業チーム構成

　眼科医６名、内科医、１名、視能訓

練士２名、検眼士２名、調整員３名

◇受益者数　285人

◇事業内容　　　　　　　　　　。

　AMDAは2010年から毎年モンゴル

ヘ日本から専門家を派遣、子どもの目

の健康に焦点をあてたセミナーや健診

などの事業を実施している。今年で６

回目となる今回は８月26日から３日間、

眼科専門医師、技術者を派遣して視能

訓練技術移転事業を行った。

　以前から懸案となっていた郊外を中

心に310人を健診した結果、子どもの

８％が眼鏡を使用すれば視力が回復す

る状態、12％が眼科受診が必要な状況

だった。健診を受けた子どもの保護者

は「日本からわざわざ来てくださって心

から感謝している」「保護者自らが無責

任さに気づかされる機会となった。あ

りがとうございます」との言葉をいただ

いた。

　今後はモンゴル国内において子ども

の眼科健診を学校保健の一環とするよ

う行政、教育委員会、PTA、眼科協会

全体での啓発が必要と考えている。こ

のため今後、パネルディスカッション

を通し、社会全体で関心を高める必要

性を訴えていく予定。本事業は、岡山

県国際貢献ローカル・トウ・ローカル

技術移転事業の助成を受けている。

◇受益者の声

　日本からわざわざ来て、娘の目をみ

ていただきとても感謝しています。

◇現地協力機関

　モンゴル眼科協会、City OPtic

AMDAモンゴリア、アイリスツアーズ

・ ＡＭＤＡ ピースクリニック

妊産婦を戸別訪問

◇実施場所

　インド国ビハール州ブッダガヤ

◇実施期間

　2009年11月から現在継続中

◇派遣者

　ニティアン・ヴィーラヴァーゲ他、

現地雇用スタッフにより運営

◇現地事業チーム構成

　組織管理者１名、看護師１名、事務

員１　名（計３人）

◇受益者数　のべ348人

１０　－sogo’句o－jがZ詞ダャーオノかが擢水力駒夕濯2∂俎ア

◇事業内容

　2009年、インドで銀飯といわれるビ

ハール州ブッダガヤに開院した。開院

以来、ブッダガヤでヘルスケアと生活

支援を実施し、妊婦の訪問健診などを

行っている。その中で、単なる健康支

援ではなく、包括的なプライマリ・ヘ

ルスケア（PHC）の必要性が明らかに

なったことから、母子健康事業に加え

て、2014年度から歯科医師による歯科

健診を始め、15年度も継続実施してい

る。

◇現地協力機関

　Bodai lsshinjiTrust､Bodhgaya

・パキスタン家庭教育プログラム

◇実施場所

　パキスタン　シンド州　タッタ県

ミールプルサクロテシル（Mir Pur Sakro

Teshn）サクプール（SukhPur）地区

◇実施期間

　2014年７月から継続中

◇受益者数

　（2015年４月～2016年３月）543人

未婚女性を集めて現地調査を実施

◇事業内容

　日本の学校で行われているような健

康教育を受ける機会がないパキスタン

の僻地に住む未婚女性を対象とした

｢パキスタン家庭教育プログラム｣は、

AMDA、茅ケ崎中央ロータリークラブ、

現地NGOであるNRSP(NationaI Rural

Support Programme)の３者合同で実

施している。

　2013年９月に、AMDAがパキスタ

ンにおけるポリオ撲滅活動の事前調査

を行い､2014年１月には､AMDA､茅ケ

崎中央ロータリークラブ、NRSPによ

る第２回目の事前調査が行われた。そ

の事前調査の結果、家族の健康管理に

おいて中心的役割を担っている女性に



対して、ポリオに関する教育を含む健

康教育の必要性があることが判明した。

家族計画、妊産婦管理や新生児ケアな

どの知識は、結婚前に知っておく必要

があるため対象は未婚女性としている。

　2015年３月から実際に始まった未婚

女性に対する健康教育の研修は、５月

時点で、124人の未婚女性からなる６

つのグループに対して行われ、104人

が研修後に行われるテストに合格した。

今後も、茅ケ崎中央ロータリークラブ、

AMDAとNRSPは協力して、地域の健

康向上を目標に未婚女性に対する研修

を継続し、合計1440人の未婚女性が

研修を受ける予定。

◇受益者の声

「私たちは健康の重要性も含めあまり知

りませんでした。健康や衛生にあまり

気を配ったことが無かったです。日常

的に石鹸を使う習慣も無かったですし、

手洗い、歯磨きでさえ習慣づいていま

せんでした｡」「このプログラムはとても

自分たちのためになっています。自分

の周りの衛生や環境衛生に関心を持つ

ようになりました｡」

◇現地協力機関

Nationa1 Rura1 SuPPort Programme

（NRSP）

・白内障手術クリニック事業

◇実施場所

　インド　ナグプール、バンダラ県

◇実施期間

　2014年７月～2015年７月

◇現地事業チーム構成

　マハトメ病院眼科医グループ

◇受益者数　82名

◇事業内容

　一隅を照らす運動総本部のご協力で、

2014年からPMSパンニャ・メッタ・

サンガ、AMDA合同事業３か年計画と

して白内障手術事業を行っており、今

回で２年目となる。これは、インドで

すでに慈善事業の実績をもつPMSパン

ニャメッタ・サンガが中心となり、ナグ

プール、マハトメ病院の眼科医とともに

インドナゲプールやその近郊の村のお

年寄りを対象に白内障手術が必要なお

年寄りのスクリーニングから手術、術後

のケアーまでを一貫して実施するもの

である。 2014年７月以降９月、2015

年４月、５月、７月に行われ、受診でき

た方々275名のうち82名が白内障手

術を受けた。

◇現地協力団体

　PMSパンニャメッタサンガ

・第５期おかやま国際塾

　ベトナム研修

ベトナムで研修をする「おかやま国際塾」５期生ら

◇実施場所

（国内研修）岡山市内

（国外研修）ベトナム　ホーチミン市

　内、バリア＝ブンタウ省内

◇実施期間

　2015年６月７日～11月18日

◇派遣者（参加者）

　岡山大学法学部学生２名、工学部学

生１名（引率者）岩本智子／看護師（米

国資格）/AMDA職員

◇現地事業チーム構成

　ホーチミン師範大学学生、バリア＝

ブンタウ大学学生

◇事業内容

　「おかやま国際塾」とは、岡山県内在

住の大学を対象としたグローバル人財

育成プログラム。研修の企画、立案、

実施のすべてに関わる機会をAMDAか

ら提供することにより、国際貢献への

理解を深め、企画や管理能力を身につ

け、社会のグローバル化に対応できる

人材を養成することを目的としている。

AMDAと岡山大学教員のメンバーで構

成される「おかやま国際塾」実行委員

会で運営されており、今年で５年目を

迎えた。

　今回はおかやま国際塾５期生３人の

メンバーが決定し、６月から事前研修

を開始。研修内容は、現地の大学生と

ともに塾生が主体性を持って研修内容

を決めた。８月18～25日、研修先の

ベトナムに渡航し、前半はバリア＝ブ

ンタウ大学の学生と後半はホーチミン

師範大学の学生ど戦争と平和”につい

て話し合うなど、交流を通じてお互い

の理解を深めた。

　現地研修後の報告会では同塾５期生

が今回の経験を基に、グローバル社会

で活躍するために必要と考える意義を

４点（計画、マナー、ハプニング、異

文化理解）にまとめ、各自の意見を交

えながら発表した。

　質疑応答でも学生らは積極的に発言。

今年も参加した学生の目覚ましい成長

を感じさせられる報告会となった。

◇現地協力機関

　ホーチミン師範大学、バリア＝ブン

タウ大学

・ルワンダ医師招へい学校保健

　研修

　(岡山県国際貢献ローカル･トゥ･ロー

　カル技術移転事業助成)

　　　岡山医療センターでの研修の様子

◇実施場所（研修訪問先）

　岡山犬学、岡山県教育委員会保健体

育課、岡山市保健所、岡山県済生会、

ノートルダム清心女子大学附属小学校、

総社市保健福祉部、総社市教育委員会、

岡山市教育委員会保健体育会、国立病

院機構岡山医療センター

－ｇ卯・万岬－jがZ刈ジャーナルが政章謔居宮津2∂斑ア１１



◇実施期間

　８月16日から10月19目

◇研修員

　カリオペ　シンバ　アキンティジェ

　(ルワンダ　医師)

◇現地事業チーム構成

　ミビリジ病院、ルワンダの教育を考

　える会

◇事業内容

　1994年ルワンダ国内で民族紛争が勃発、

750万人の人目の50万人が虐殺される事

態となり、死体が山積みになった画像が世

界に広がった。生き延びた人々の多くが、

ザイールをはじめとする近隣国に難民とな

り流れ込んだ。 AMDAは、まだルワンダ北

部で一部戦闘が続く時期の５月に同国に医

師と調整員を派遣レ|吉報収集と巡回診療を

行った。そして直後に、岡山カトリック教

会／カリタス岡山とともに「ルワンダ難民

救援グループ」を結成し、ザイールに大量

に逃れたルワンダ難民の複数のキャンプと

ルワンダ国内避難民キャンプで、ＡＭＤＡ

多国籍医師団による緊急医療支援活動を開

始した。翌年1月までに、日本、ネパール、

バングラデシュ、フィリピンから医師、看

護師､検査技師､調整員計46人を派遣した。

この活動時の医療チームの現地通訳が既に

日本留学経験があり日本語のできられるカ

ンベンカ・マリールイズさんである。 2010

年代になり福島在住のマリールイズさんと

の交流が蘇り、ルワンダの学校保健システ

ムづくりを協力することとなり、８月16

日から10月19日の約２ヵ月間、ルワ

ンダより保健吉認可病院・ミビリジ郡

病院長を招へいし、岡山県内各所で研

修を実施するに至った。

　この研修は、ルワンダ国内の児童と

幼児の健康状態の改善や、健康保持増

進を大きな目的としている。具体的な

取り組みとしては、教育現場での健康

診断を継続的、定期的に行うことが必

要不可欠と言える。ルワンダの病院長

が日本での研修を通じて、包括的な学

校保健の取り組みがルワンダ国内で取

り入れられるよう、自国の政府に働きか

けることも目的の１つとなっている｡

　最初の１ヵ月間で日本語研修を終え、

９月14日からは岡山犬大学院環境生

命科学研究科を中心に、児童や幼児健

診の見学などを行った。帰国後は他の

NPOとも連携をとりながら、ルワンダ

国内に日本の学校保健制度や健康診断

をどのように取り入れていくか、具体的

な計画を立案している。　　’゛

■第１回ＡＭＤＡ南海トラフ

　地震対応プログラム調整会議
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第１回調整会議　丸亀市消防本部にて

◇開催場所

　丸亀市消防本部

◇開催日

　2015年６月27日

◇主な参加者・団体

　片岡総社市長､梶丸丸亀市長､総社市･

丸亀市の自治体関係者、医療機関関係

者、菅波AMDAグループ代表

◇参加者数　約110人

◇事業内容

　今後、発生が心配される南海トラフ

地震津波の被害に向け、支援活動が円

滑に行えるよう、AMDAは岡山、香川、

高知、徳島などの自治体や企業、医療

機関と協力しながら「AMDA南海トラ

フ地震対応プラグラム」として準備を

進めている。

　６月27日には丸亀市消防本部を会場

に、第１回AMDA南海トラフ地震対応

プログラム調整会議を関催した。

　当日は、総社市、丸亀市、AMDA災

害応援協定書に基づき、片岡総社市長、

梶丸亀市長、菅波AMDAグループ代

表の３人が議長団を務め、自治体職員、

医療関係者など約110人が参加した。

　会議では、南海トラフ発生時に想定

している医療チームの派遣ルート、活

動予定の避難所の場所の説明などをし、

各自治体には輸送関係や通信手段、ボ

ランティアの宿泊施設の確保など10項

目について説明し、事前準備の必要性

を確認した。
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・第２回ＡＭＤＡ南海トラフ

　地震対応プログラム調整会議
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第２回調整会議　サントピア岡山　総社市内にて

◇開催場所

　総社市　サントピア岡山総社

◇開催日

　2015年９月12目

◇主な参加者・団体

　県内外の自治体職員、医療機関関係

者、企業関係者など

◇参加者　約170人

◇事業内容

　９月12目、総社市のサントピア岡山

総社で「第２回AMDA南海トラフ地震

対応プログラム調整会議」を関催した。

　県内外の自治体職員、医療機関や企

業など多方面から約170人が出席。第

１回の会議を受け、実際に南海トラフ

地震の発生を想定したシュミレーショ

ンイメージの共有、関係者の準備状況

や課題、今後の取り組みなどが発表さ

れた。

　また実際に医療チームを派遣できる

医療機関の紹介も行われた。

・第３回食糧と人道支援

　シンポジウム

◇実施場所

　岡山国際交流センター

◇実施期間

　2015年12月５日

◇主な参加者・団体

　AMDA支援農場並びに協力者の方々

＿Ｊ



◇参加者数　約30人

◇事業内容

　「食と人道支援～起こりうる南海トラ

フ地震津波に備えて」と題したディス

カッションでは、南海トラフ地震発災

時の食糧支援体制を議論した。

Ｉ第３回国際貢献医療フォーラム

会場の様子

◇開催場所

　岡山国際交流センター

◇開催日

　2015年10月11日

◇主な参加者・団体

　岡山大学病院心臓血管外科教授　佐

野俊二／フォーラム座長、S.A.Nayeem

医師／日本バングラデシュ友好病院院

長、AMDAバングラデシュ支部長

◇参加者数　約90人

◇事業内容

　このフォーラムは、2013年12月の

第１回から岡山県とAMDAが共催で開

催している。第３回目となる今回はバ

ングラデシュから、元東京大学医学部

留学生でAMDA支部長のナイーム医師

をゲストスピーカーに迎え、「アジアの

医療水準の実情と求められる医療協力

における産学金言連携の可能性」を副

題に掲げた。

　フォーラムの締めくくりとして、座

長を務めた代表世話人の佐野教授から、

岡山県での取り組みが、今回提案され

たプラットフォームづくりのモデルケー

スになりうる可能性について言及。第４

回開催につながる提言が示されした。

Ｉ第１回GPSP世話人会議in
　フィリピン

◇実施場所

　フィリピン　マニラ市内

◇実施期間

　2016年３月９日～11日

◇主な参加者・団体

　DAP上級副学長　メルカド氏、

AMDAグループ代表　菅波茂、AMDA

インターナショナル局長　ニッティア

ン・ヴィーラヴァーグほか

◇参加者数　約20人

会議に出席された方々と

◇事業内容

　2016年３月９日から３日間、フィリ

ピン首都のマニラ郊外にあるDAP（フィ

リピン開発アカデミー）の研修センター

で第１回GPSP（世界平和パートナー

シップ）世話人会議を開催。 GPSPの

目的は「オープン相互扶助」を世界平

和に向けて啓蒙普及をする社会運動で

ある。その大前援のもとに、平和構築、

生活支援、教育支援そして健康増進の

４分野についての活動方針が熱心に討

議された。
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■ネパール東部ブータン難民・

　ネパール地元民医療支援事業

◇実施場所

　ネパール・メチ県ジャバ郡ダマック

市

◇実施場所

　1992年～継続中

◇現地事業チーム構成

　AMDAネパール支部

◇診療科

　一般科､外科､産婦人科､歯科､眼科、

　放射線科

◇スタッフ数　132人

　(うち医師19人、看護師34人)

手術の様子

◇事業内容

　AMDAネパール支部を実施主体とし

て、1992年からメチ県ダマック市で、

ブータン難民と地元双方を医療支援の

対象として事業している。

　2015年度の外来患者数は２万人以

上。年間分娩数は６千件を超える。ダ

マックのAMDA病院が、ブータン難民

と地元住民のリファーラル病院（上位

紹介病院）として機能している。 1995

年から国連難民高等弁務官事務所

（UNHCR）の委託事業となっている。

　現在、事業は母子健康とHIV/性感

染症予防事業、難民キャンプ内のヘル

スケア事業、人材育成など他分野にわ

たる。

　また、在ネパール日本大使館の草の

根・人間の安全保障無償資金協力によ

り、ICUユニットの増設プロジェクトが

継続している。 2017年の完成予定。

Ｉシッダールタ　母と子の病院

　事業（通称:ネパール子ども病院）

　　　　　　　　　　　　号饗戸

病院内の様子

◇実施場所

　ネパール

◇実施期間

　1998年～継続中

◇現地事業チーム構成

　AMDAネパール支部
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　　　　　　新生児ケアの様子

◇診療科

　小児科、新生児科、産婦人科、女性

内科

◇病床数

　100床（小児科､新生児科､産婦人科）

◇スタッフ数　149人

　（うち医師22人、看護師51人）

◇事業内容

　1998年11月、阪神淡路大震災後の

日本とネパールの多くの支援者の協力

により設立された、首都以外では唯一

の母子専門病院。

　設計は安藤忠雄建築事務所がボラン

ティアで協力。ネパール南西部のタラ

イ平野に位置するブトワル市に設置。

高い医療サービス提供が定評で、地元

からだけでなく100km以上離れた地域

から訪れる患者もいる。毎月３千人以

上の外来患者に対応し、１日の分娩数

は８人以上となっている（2015年度）。

　2011年８月から新たな周産期病棟

（２階建て）の建設を開始し、2012年

11月に完成した。新病棟では陣痛室、

分娩室、産獅室、手術室、家族計画カ

ウンセリング室、新生児集中治療室な

どを備え、妊娠・出産から新生児ケア

を総合的に管理できるよう配慮､してい

る。

　2015年４月からAMDA高校生会の名

称を「AMDA中学高校生会」に改めた。

岡山県内の中学生、高校生を中心に約

30人で、ボランティア活動や国際協力

について学び活動を進めている。ほぼ

毎月１回AMDA本部事務所に集合し、

活動計画や打ち合わせを行っている。

イベントに向けて日曜日にAMDA本部

事務局で準備に取り組む中学高校生会

高校生フォーラム

　2015年４月５日に第２回高校生フォー

ラムを関催した。県内の高校生を中心に約

40人の来傷者があり、13時から16時ま

でおこなわれたフォーラムはとても活気に

あふれていた。

　AMDA中学高校生会からの活動報告後、

グループに分かれ被災地支援、防災に関し

て、海外への支援などについて話し合った。

その後、発表しボランティアについての考

え方やボランティアの輪を広げるための工

夫などを確認しあった。

　参加者たちは「日頃他校の生徒と話し合

う機会がないため、いい刺激になった」「も

のすごく勉強になった」「これを機に今後も

自分ができることを進んで行い、誰かの役

にたてばいいと思った」との感想が寄せ

られた。　　　　　　　　　｀

AMDAスリランカ紛争復興支援

スポーツ親善交流

　８月19日～26日、スリランカ北部のキ

リノッチで行われた「AMDAスリランカ紛

争復興支援スポーツ親善交流和平構築プロ

グラム」。AMDA中学高校生会から渡代隆

介良美の両メンバーが参加した。
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４月４日　第２回高校生会フォーラム

　スリランカ国内から宗教、民族が異なる

中学生が集まり、開会式後、ヒンドウー教、

仏教、イスラム教、キリスト教の施設を訪

問する宗教プログラム、交流スポーツプロ

グラム（バレーボール大会）、文化交流等

が行われた。今回の目標である民族間の対

話を深め、国・宗教・民族・文化を超えた

交流を図ることができた。

その他の主な活動

・岡山県教育委員会主催「地域防災ボラン

ティアリーダー養成研修」で体験発表

（7/29 ・ 津山工業高校、8/3 ・岡山大安寺

中等教育学校､8/5 ・倉敷工業高校）

･AMDA復興支援F-1グルメ大会ボランティ

ア参加（4月・岩手県大槌町、７月・宮城

県気仙沼市、11月・宮城県南三陸町）

・10月21日偏芸会ボランティア参加

・岡山県立大学大学院災宮医療援助特論公

開講座（AMDA共同開催）に参加

・第３回国際医療貢献フォーラムに参加

・絆コンサート「忘れない3.11　震災支援

交流会」参加　７月

・地域防災ボランティアリーダー養成研修

　７、８月

・国際ソロプチミストユースフォーラム大

山大会参加　８月

スリランカで交流する高校生会メンバー
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ＡＭＤＡ団体概要

〒700-0013岡山県岡山市北区伊福町３丁目31-1

1984年８月

国連経済社会理事会「総合協議資格」取得　2006年

認定NPO法人に認証　2013年５月８目付

認定特定非営利活動法人アムダ:AMDA

AMDAインターナショナル（任意団体）

認定特定非営利活動法人AMDA社会開発機構

特定非営利活勤法人AMDA国際医療情報センター

アムダ国際福祉事業団

AMDA兵庫（任意団体）

緊急医療支援、復興支援、合同医療ミッション、スポーツ親　善交流、ASMP、

セミナー開催等

日本、フィリピン、インド、モンゴル、スリランカ、カンボジア、バングラデシュ、

ネパール、インドネシア他

出張講演、大学講義受託、活前報告会・セミナー回催、

AMDA中学高校生会、イベント参加

南海トラフ地震対応医療チーム派遣準備

沖縄支部、神奈川支部

大槌、鎌倉、高知、玉野、福山、竹原、神女（神戸女子大学）各クラブ

常勤12人非常勤６人嘱託７人

919人

640人（ERネットワーク登録者数）

認定特定非営利活動法人アムダ役員

2015年６月１日

認定特定非営利活動法人アムダ　事務局長

元岡山県生活環境政策スタッフ

医師

医師　医療法人社団慶泉会町谷原病院　理事長

認定特定非営利活動法人アムダ　GPSP支援局長

元倉敷市教育委員会　嘱託啓発指導員・小学校校長

公認会計士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015年６月１目

※多くのボランティアの皆様に支えられて様々な活動を実施することができました。

　心より感謝申し上げます。
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国内の動き

■大学講義

　岡山県立大学大学院「災害医療援助持論」、岡山大学大学院、岡山大学、神戸女子大、福山市医師会看護専門学校、ノー

トルダム清心女子大学、高知大学、関西学院大学、就実大学、岡山県立大学、相生市看護専門学校、山陽学園大学院、四

国医療専門学校、順正看護専門学校、旭川荘厚生専門学校、山□県立大学（講義時系列）

■出張講演

　小・中・高校、教育委員会、自治体、各種団体にて講演　計36件

■国内　連携協力協定調印

　・阿波市　大規模災害発生時における施設使用に関する協定

　・国立大学法人　高知大学　連携協力に関する協定

　・一般社団法人　徳島県医師会　大規模災害時における支援に関する協定

　・学校法人　就実学園　連携協力に関する協定

　・美馬市　大規模災害時の支援に閲する協定

　・名桜大学　本部実習受入に関する協定

　・牛窓ヨットクラブ　連携協力に関する協定

　・両備ホールディングス株式会社　連携協力に関する協定

　・徳島県　国際的な医療救護活動の支援に問する協定

　・全国訪問ボランティアナースの会キャンナス　連携協力に関する協定

　・一般社団法人　岡山経済同友会　大規模災害発生時における緊急医療支援活動実施に関する協定

協定に基づく協議会開催

・高知県・高知市・須崎市・黒潮町　合同

協定に基づく研修会協力

・美波町自主防災連合会防災視察研修（岡山市内）

・国外　連携協力協定調印

　・ネパール医師会

・海外活動地視察教育プログラム

　おかやま国際塾　ベトナム研修

■研修受け入れ

　カリオペ・シンバ・アキンティンジエ医師

　(国際貢献ローカル・トゥ・ローカル技術移転事業で招聘)

・主な主催事業

　・復興グルメＦ－１大会ボランティアバス（第9～11回）

　・AMDAフードプログラム野上略農場田植え、収穫祭

　・第１、２回南海トラフ地震対応プログラム調整会議

　・第３回国際貢献医療フォーラム

　・南海トラフ地震対応プラットフォーム「輸送と通信のシミュレーション」

　・第３回食糧と人道支援シンポジウム「南海トラフ地震津波に向けた食糧支援」

■主なイベント参加

　・やかげチャリティーコンサート（ネパール支援）

　・新庄村のとろはたる祭り

　・おかやまコープフェスタ

　・備芸会展　アムダパネル展

　・ワン・ワールドフェスティバル

　・備前焼作家による東日本復興支援チャリティー企画

■ERネットワーク登録　システム更新

１６ －sogo ’佃o－/1がZ刈ダヤープソかが珍本建前即座政ﾌ拓ア

４月13日

４月14日

５月22目

６月29日

８月12目

８月31目

９月12日

９月12日

10月　８日

11月11日

　３月24日

12月25目、２月４日

11月12日

５月７日

８月

4、7、11月

５、９月

６、９月

10月

11月

12月

６月

７月

９月

10月

２月

３月



・ ｌ ● ● 毒 蛾

　　　　　　　　　２月21日

倉敷アカデミックウィンズ・チャリティアンサンブル

　　　　　　３月５日

From Bizen （備前焼チャリティ販売）

　　　　９月27日

第29回かんなべ福祉まつり

２月24～28日

第59回洋ラン展

　　　　　４月１２日

第９回復興グルメF -1 大会（大槌）

　１０月９日

大国家パネル展

‾sogo ’匈o－/持煩4ジャー六φ猷政章謔返信=濯2∂万万　１７

●



活動計算書

平成27年４月１日から平成28年３月31目まで

特定非営利活動法人　アムダ

　　　　　　　　(単位：円)

科　　　　　　目 金　　　　　額

Ｉ　経常収益

　　１．受取会費

　　　　正会員受取会費

　　　　医師会員受取会費

　　　　一般会員受取会費

　　　　学生会員受取会費

　　　　法人会員受取会費

　　　　賛助会員受取会費

　　２．受取寄附金

　　　　受取寄附金

　　３．受取助成金等

　　　　受取民間助成金

　　　　受取地方公共団体補助金

　　４．事業収益

　　　　事業収益

　　　　業務受託収益

　　５．その他収益

　　　　受取利息

　　　　雑収益

　　　経常収益計

Ｈ　経常費用

　　１．事業費

　　　（1）人件費

　　　　　給料手当

　　　　　法定福利費

　　　　　福利厚生費

　　　　　派遣費

　　　　　人件費計

　　　（2）その他経費

　　　　　業務委託費

　　　　　諸謝金

　　　　　印刷製本費

　　　　　会議費

　　　　　旅費交通費

　　　　　車両維持費

　　　　　通信運搬費

　　　　　消耗品費

　　　　　渉外費

　　　　　修繕費

　　　　　水道光熱費

　　　　　賃借料

　　　　　減価償却費

　　　　　保険料

　　　　　租税公課

　　　　　研修費　　　　　　‘

　　　　　広告宣伝費

　　　　　支払手数料

　　　　　支払助成金

　　　　　支払義援金

　　　　　為替差損

　　　　　新聞図書費

　300,000

1,320,000

4,490,000

　　　36,000

1,050,000

　582,000 　　7,778,000

144,814,518

　　3,945,042

　　　417,587

　　　183,803

157,138,950

144,814,518

3,645,042

　300,000

265,307

152,280

　30,806

152,997

27,097,602

　3,766,199

　　203,230

　8,276,170

39,343,201

19,087,398

　　　44,548

　6,053,678

　1,309,715

20,728,388

　　215,600

　5,601,952

　1,682,545

　　784,281

　　311,146

　　308,739

　3,404,959

　　382,050

　　592,274

　　　76,217

　　　　2,229

　　246,698

　　302,466

　3,060,000

　2,314,469

　　107,225

　　　　2,068

１８ －sogo‘ 匈o－/1がZ刈ジャーナルが甜今次私学濯即仙ア



科　　　　　　目 金　　　　　　額

　　　　　燃料費

　　　　　医療消耗品費

　　　　　栄養給食費

　　　　　災害救援費

　　　　　活動器材費

　　　　　農業関連費

　　　　　雑費

　　　　　その他経費計

　　　　事業費計

　　２．管理費

　　　（1）人件費

　　　　　給料手当

　　　　　法定福利費

　　　　　派遣費

　　　　　福利厚生費

　　　　　人件費計

　　　（2）その他経費

　　　　　印刷製本費

　　　　　会議費

　　　　　旅費交通費

　　　　　燃料費

　　　　　通信運搬費

　　　　　消耗品費

　　　　　渉外費

　　　　　修繕費

　　　　　水道光熱費

　　　　　賃借料

　　　　　減価償却費

　　　　　保険料

　　　　　諸会費

　　　　　租税公課

　　　　　支払手数料

　　　　　業務委託費

　　　　　広告宣伝費

　　　　　新聞図書費

　　　　　為替差損

　　　　　雑費

　　　　　その他経費計

　　　　管理費計

　　　経常費用計

　　　　当期経常増減額

ｍ　経常外収益

　　　経常外収益計

IV　経常外費用

　　　経常外費用計　　　　　　　｀

　　　　税引前当期正味財産増減額

　　　　当期正味財産増減額

　　　　前期繰越正味財産額

　　　　次期繰越正味財産額

　139,542

3,610,628

1,634,343

　545,500

　586,031

　102,437

1,388,973

113,669,300

　24,070,393

137,739,693

74,326,099

9,083,691

1,694,409

1,672,154

　　88,214

12,538,468

　　309,512

　　133,295

　　556,609

　　　25,257

1,899,256

1,689,205

　　379,111

　　71,120

　285,115

3,499,321

　　182,949

　　87,090

　　35,000

　　90,643

　798,826

1,231,200

　　10,000

　　74,232

　　43,721

　130,463

11,531,925

19,399,257

　　　　　　0

　　　　　　0

　19,399,257

　19,399,257

399,943,570

419,342,827

－sogo ‘ 句o－/1がZλ4ジャーオノムが涙卒よ杓胎字藤2∂班ア１９



貸借対照表

平成28年３月31目現在

特定非営利活動法人　アムダ

　　　　　　　　(単位：円)

科　　　　　　目 金　　　　　　額

Ｉ　資産の部

　　１．流動資産

　　　　現金預金

　　　　未収金

　　　　棚卸資産

　　　　前払金

　　　　前払費用

　　　　仮払金

　　　　立替金

　　　　流動資産合計

　　２．固定資産

　　　田　有形固定資産

　　　　　建物

　　　　　什器備品

　　　　　建物附属設備

　　　　　減価償却累計額

　　　　　有形固定資産計

　　　（2）無形固定資産

　　　　　無形固定資産計

　　　（3）投資その他の資産

　　　　　敷金

　　　　　東日本震災特定預金

　　　　　東日本奨学特定預金

　　　　　プロジェクト準備金

　　　　　投資その他の資産計

　　　　固定資産合計

　　　資産合計

Ｈ　負債の部

　　１．流動負債

　　　　未払金

　　　　前受金

　　　　預り金

　　　　流動負債合計

　　２．固定負債

　　　　固定負債合計

　　　負債合計

ｍ　正味財産の部

　　　　前期繰越正味財産

　　　　当期正味財産増減額

　　　正味財産合計

　　　負債及び正味財産合計

268,821,370

　　　　122,442

　　3,664,165

　　　719,462

　　7,800,000

　　2,035,556

　　　　72,945

283,235,940

141,377,903

424,613,843

　　5,971,662

　　3,360,358

　　　　719,250

△3,563,190

6,488,080

０

　　　60,000

96,094,262

　2,988,121

35,747,440

134,889,823

5,136,261

　　60,000

　　74,755

5,271,016

　　　　0

　5,271,016

419,342,827

399,943,570

　19,399,257

424,613,843

２０　－sogo 句゙o－ぶ叔七ゾャーオルが摺今次海苔ぶ読フパア



財産目録

平成28年３月31日現在

特定非営利活動法人　アムダ

　　　　　　　　(単位：円)

科　　　　　　目 金　　　　　額

Ｉ　資産の部

　　１．流動資産

　　　　現金預金

　　　　　　　　　　　　　　　現金

　　　　　　　　　　　　　　　普通預金

　　　　　　　　　　　　　　　定額預金

　　　　　　　　　　　　　　　外貨預金

　　　　未収金　　　　　　　　野上路農場委託事業

　　　　棚卸資産

　　　　前払金

　　　　　　　　　　　　　　　図書製本費

　　　　　　　　　　　　　　　賃借料

　　　　　　　　　　　　　　　派遣費

　　　　前払費用

　　　　仮払金　　　　　　　　東日本、その他海外事業

　　　　立替金

　　　　流動資産合計

　　２．固定資産

　　　田　有形固定資産

　　　　　建物

　　　　　什器備品

　　　　　建物附属設備

　　　　　減価償却累計額

　　　　　有形固定資産計

　　　（2）無形固定資産

　　　　　無形固定資産計

　　　（3）投資その他の資産

　　　　　敷金

　　　　　東日本震災特定預金

　　　　　東日本奨学特定預金

　　　　　プロジェクト準備金

　　　　　投資その他の資産計

　　　　固定資産合計

　　　資産合計

Ｈ　負債の部

　　１．流動負債

　　　　未払金

　　　　　　　　　　　　　　　通信運搬費

　　　　　　　　　　　　　　　給与及び法定福利費、派遣費

　　　　　　　　　　　　　　　支払手数料

　　　　　　　　　　　　　　　旅費交通費

　　　　　　　　　　　　　　　業務委託費

　　　　　　　　　　　　　　　消耗品費

　　　　　　　　　　　　　　　保険料

　　　　　　　　　　　　　　　雑費

　　　　前受金　　　　　　　正会員費

　　　　預り金　　　　　　　　源泉所得税、労働保険

　　　　流動負債合計

　　２．固定負債

　　　　固定負債合計

　　　負債合計

　　　正味財産

　　3,009,651

253,255,360

　10,000,000

　　2,556,359

　　　122,442

　　3,664,165

　　　719,462

　　　225,000

　　　474,180

　　　　20,282

　　7,800,000

　　2,035,556

　　　　72,945

283,235,940

141,377,903

424,613,843

　　5,271,016

　　5,971,662

　　3,360,358

　　　　719,250

△3,563,190

6,488,080

０

　　　　60,000

96,094,262

　2,988,121

35,747,440

134,889,823

　　　176,635

　　3,737,346

　　　　　3,888

　　　304,038

‘’　823,000

　　　　79,674

　　　　　8,680

　　　　　3,000

　　　　60,000

　　　　74,755

5,271,016

　　　　0

419,342,827

－sogo‘句o－ﾙぽふにｿﾞﾔｰﾌﾞｿﾑが涙す謔斎宮藤2∂俎ア２１
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フィリピン　レイテ島で活動するＡＭＤＡ看護師

ｒ　㎜　㎜　㎜　㎜　皿　㎜　皿　㎜　㎜　㎜　㎜　-　㎜　㎜　皿　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　皿　-　㎜・

‐
－

｜

｜

｜

｜

－
　
－

　平成28年度は、４月に熊本地震が発災し、緊急医療支援をはじ

め介護、鍼灸支援を行っています。そして和平構築事業をはじめネ

パール地震､東日本への復興支援など様々な活動を継続しています。

　皆様の温かいご支援を引き続きよろしくお願いします。

｜

｜

｜

｜

｜

｜

‐
－

l。㎜　㎜　㎜　四　㎜　皿　㎜　皿　㎜　㎜　皿　㎜　皿　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　皿　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜　㎜』
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